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　１月20日、平生小学校で二分の一成人式が行われ、本年度10
歳を迎える４年生の児童とその保護者が参加しました。
　児童たちは体操や詩の朗読、合唱などを発表し、これまで学
んできた学習の成果を披露。また、誓いの言葉として未来の自
分に向かっての夢・希望・願いを一人ずつ発表しました。
　最後に、保護者にあてたメッセージカードを感謝の言葉とと
もに手渡し、普段はなかなか伝えられない想いを届けました。

二分の一成人式『感謝のメッセージ』

人とまち　「きずな」でつなぐ　元気な平生

■春季全国火災予防運動（Ｐ２）
■国民年金からのお知らせ（Ｐ３）
■第四次平生町総合計画概要⑩（Ｐ４～５）
■町長室の窓（Ｐ７）
■まちの話題（Ｐ８～９）
■情報伝言板（Ｐ14～15）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒 742-1195　山口県熊毛郡平生町大字平生町 210 番地の 1　☎ 0820（56）7111< 総務課 >　

 No.1198

 平成24年
 （2012）



平
成
24
年 

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

防
火
の
対
策
を
行
お
う

●
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住
宅

で
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
警
報
器
の
設
置
に
よ
っ
て
火
災
に

早
く
気
付
き
、
早
め
の
避

難
や
初
期
消
火
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
早
め
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
用
消
火
器

　
住
宅
用
の
消
火
器
は
、
一
般
的
に
加
圧
式

粉
末
消
火
器
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
加
圧

　

昨
年
中
の
柳
井
管
内
の
火
災
件
数
は

48
件
で
、
そ
の
う
ち
10
件
が
住
宅
を
含

む
建
物
火
災
で
し
た
。

　
火
災
を
減
ら
し
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生

活
の
中
で
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

防
火
の
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う

　

左
記
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
参
考

に
、
再
度
身
の
回
り
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
、
防
火
を
意
識

す
る
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

式
の
消
火
器
は
使
用
時
に
一
気
に
圧
力
を

か
け
る
の
で
、
容
器
が
腐
食
し
た
状
態
で

使
用
し
た
場
合
、
破
裂
の
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
外
観
に
腐
食
が
見
ら

れ
る
も
の
は
速
や
か
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

　

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
の

処
分
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に

つ
い
て
は
、
お
近
く
の
消
火

器
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
防
炎
品

　

カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
ふ
と
ん
な

ど
の
製
品
で
、
直
接
火
に
触
れ
て
も
着
火

し
に
く
く
、
着
火
し
た
場
合
も
燃
え
広
が

り
に
く
い
も
の
に
は
「
防
炎
」
の
マ
ー
ク

が
付
い
て
い
ま
す
。

　
一
般
家
庭
に
お
い
て
の

購
入
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
万
が
一
の
火
災
に
備

え
て
防
炎
品
を
選
ん
だ
方

が
安
心
と
言
え
ま
す
。

●
乾
燥
・
強
風
に
注
意

　

冬
の
間
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
も
強
い

日
が
多
い
の
で
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い

気
候
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
で
火
気
を
使
用
す
る
と
き
は
管
理

を
徹
底
し
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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■
問
合
せ
先

　
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合 

予
防
課

　
☎
（
２
３
）
７
７
７
４

家のまわりに燃えやすいも
のを置かない。

寝たばこやたばこの投げ捨
てをしない。

天ぷらを揚げると
きは、その場を離
れない。

風の強いときは、たき火を
しない。

子どもには、マッチやライ
ターで遊ばせない。

電気器具は正し
く 使 い、 た こ 足
配線はしない。

ストーブには、燃えやすい
ものを近づけない。

１

２

３

４

５

６

７

３
月
１
日
木
～
７
日
水
の
７
日
間

～
地
域
の
み
な
さ
ん
と消防

の
つ
ど
い
～

防
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

●
日
時　
３
月
３
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　
や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド

●
主
催　
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

●
内
容

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
／
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
演
技
／
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
と
消
防
音
楽
隊
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
／
防
火
も
ち
配
布

◇
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

救
助
工
作
車
の
展
示
・
記
念
撮
影
／
住

宅
用
火
災
警
報
器
、
防
炎
製
品
の
展

示
／
消
火
器
取
り
扱
い
体
験

※
入
園
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
フ
ェ
ス

タ
参
加
者
に
は
入
口
ゲ
ー
ト
で
団
体
割

引
券
を
配
布
し
ま
す
。

【
団
体
割
引
料
金
】

　
大
人
４
０
０
円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

火
災
予
防
優
秀
作
品
展

　
平
成
23
年
に
募
集
し
た
火
災
予
防
作
品

の
う
ち
金
賞
作
品
29
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

①
２
月
22
日
㈬
～
28
日
㈫

　
　
山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー

②
３
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

　
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
１
階

全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
た
は
ず

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度

 火の用心
７つのポイント



●学生納付特例の期間は【４月～翌年３月】です
　20歳以上の学生で保険料を納めることが困難な場
合、在学期間中の保険料の納付が猶予される学生納
付特例制度を利用できます。
　申請により承認される期間は４月～翌年３月で、
申請は毎年必要です。

当月分の保険料を当月末に引き落とす早
割制度を利用すると、月々50円（年間600円）の
割引があります。
　また、１年度分または６カ月分の口座振替によ
る前納は“もっとお得”です。

【前納（口座振替）の申込期限】
１年前納、６カ月前納（４月～９月分）…２月末
６カ月前納（10月～翌年３月分）…８月末

金融機関やコンビニエンスストアなどに
納めに行く手間が省け ､納め忘れもなくなります。

●国民年金保険料の納付は、
　口座振替がお得です

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　「忙しくて…」「つい、うっかり…」といった理由
で保険料の納め忘れがあると、将来受け取る年金が
減額されたり、受けられなくなったりします。
　そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、
確実な口座振替をおすすめします。
　口座振替をご希望の人は、納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印をご持参の上、ご希望の金融
機関または町役場町民課（保険年金班）、年金事務所
でお申し込みください。
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便利！

お得！

国民年金からのお知らせ

■問合せ先　徳山年金事務所 ☎０８３４（３１）２１５２　町役場町民課 保険年金班 ☎（５６）７１１３

『 子ども手当 』の申請はお済みですか？
　平成23年10月から子ども手当が変わり、中学校３年生までのお子さんを養育している保護者は、
これまで子ども手当を受け取っていた人も含め、すべての人について申請が必要です。
　なお、申請期限を過ぎると平成23年10月にさかのぼっての支給を受けることがで
きなくなりますので、まだの人は早めに申請の手続きをしてください。

●申請期限：平成24年３月末
●申請場所：町役場健康福祉課または佐賀出張所（公務員の人は勤務先）
■問合せ先　町役場健康福祉課 こども班　☎（５６）７１１５

１年度分（４月分～翌年３月分）の保険料を口座振替
によりまとめて前納すると、現金で月々保険料を納付
した場合に比べ、年間 3,780 円の割引になります。

現金月々払いの場合 口座振替前納の場合 口座振替前納の場合現金月々払いの場合

15,020 円× 12 月

180,240 円 176,460 円

3,780 円割引
15,020 円×６月

90,120 円 89,100 円

1,020 円割引

※保険料額は平成 23年度の額です ※保険料額は平成 23年度の額です

６カ月分（４月分～９月分、10月分～翌年３月）の保
険料を口座振替によりまとめて前納すると、現金で月々
保険料を納付した場合に比べ、それぞれ 1,020 円（年
間 2,040 円）の割引になります。

１年度分の口座振替前納 ６カ月分の口座振替前納

【継続申請】平成23年度に承認を受け、翌年度
以降も在学見込みの人については、３月頃に平成
24年度の案内が送付されます。継続申請をされ
る人は同封のハガキに必要事項を記入し、返送す
ることで申請の手続きが完了となります。
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人 と まち　「きずな」でつなぐ　元気な平生　を め ざ し て

　地域の連帯感を強め、住民一人ひとりが一定のルールと役割の中で、最大限に力を発揮するこ
とができる協働のまちづくりを進めます。

　特に、町政への住民参画促進や、住民へのさまざまな情報提供手段の充実、地域の自治活動支援、住民と行政の
役割の明確化と相互の連携強化を図るための指針づくり、人権尊重と男女共同参画意識の醸成、自治意識の向上に
向けた学習機会の充実など、一人ひとりが主役のまちづくりに向けての取組みを進めます。

政策の内容

■中央集権型社会から地域主権型社会への変革

町政への参画促進
①参画機会の提供
②情報公開の推進
具体的には

▼ 住民参画の拡充（審
議会などへの積極的な
公募委員募集） ▼ 広聴
活動推進事業（パブリ
ック・コメント実施）

▼情報公開事務　など

男女共同参画社会の実現
①男女共同参画の環境づくり
②女性の社会参加
具体的には

▼各種講座の開催　など

◆『ひとりでは　できないことも　みんなでやれば　たやすくできる』　毎日、正午に流れるミュージックチャイ
ム「平生町の歌（※）」の冒頭です。町の将来像「人とまち「きずな」でつなぐ元気な平生」が「協働のまちづ
くり」によって実現した姿を思い浮かべることができる歌詞ではないでしょうか。

　みんなで支え合う「協働のまちづくり」の推進に住民のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

　わが国は経済成熟期に突入し、これまでの人口増加
と経済成長を前提とした中央集権型の縦割り行政シス
テムでは、多様化・複雑化する住民ニーズにきめ細か
に対応することが難しくなってきました。このような
状況を背景に、国は、地域のことは地域の個性やニー
ズに応じて地域に住む住民が責任を持って決めること
ができるようにする「地域主権改革」を進めています。

　今後は、国から町行政への権限と財源の移譲などに
よって「まちづくり」の自由度と責任が増すことから、
これまで以上に住民のみなさん一人ひとりと町職員が
一丸となって「自分たちの地域を自分たちで守る、良
くする」という意識を持って「まちづくり」に参画し、
幸福度の高い地域づくりに取り組んでいくことが求め
られます。

次号では…
基本政策
　「住民に開かれた
　　　行財政運営によるまちづくり」
をご紹介します。
■問合せ先
　町役場総合政策課
　☎（５６）７１２０

人権尊重意識の醸成
①人権を尊重した行政の推進
②人権啓発の推進や人権学習への支援
③相談体制や研修の充実
具体的には

▼行政全般における人権
尊重を行動基準とした施
策などの推進 ▼ 人権行
政相談等事業 ▼ 職員研
修 ▼ 広報などによる人
権啓発活動　など

※平生町の歌（星野哲郎 作詩　市川昭介 作曲　小杉仁三 編曲）
ひとりでは　できないことも　みんなでやれば　たやすくできる
古代の森が　見守るなかで　希望を育て　しあわせ植える
あなたのために　私のために　平生という名の　町がある
万葉の　歌にも残る　白砂の海は　光に溢れ
自然と人が　手をとりあって　暮らしを高め　平和を祈る
みんなのために　みんなのための　平生は時代を　超えてゆく
ありがとう　そのひと言が　絆を温め　生き甲斐を呼ぶ
明日を乗せて　旅立つ船も　昨日の路で　微笑む花も
働く者の　誇りを秘めて　平生はたのしく生きる町
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■人口減少・超高齢社会・核家族化の問題

人 と まち　「きずな」でつなぐ　元気な平生　を め ざ し て

主な施策（取組み）

政策の背景

◆町では、住民と行政が協力・連携していく「協働の
まちづくり」の実現を進めるため、「平生町まちづく
り条例（仮称）」の制定に向け、検討を進めています。
今後、地域での説明会や住民のみなさんからの意見
の募集などを行いますので、積極的な参画をお願い
します。

◆心豊かな地域社会の実現を図るためには、一人ひと
りの人権が尊重され、性別に関わらず個性と能力を
発揮することができる社会（男女共同参画社会）の
実現が必要です。町では、人権、男女共同参画など
の講習会や研修会の開催・後援・紹介を随時行って
いますので、ご家族やご近所でお誘い合わせのうえ、
積極的なご参加をお願いします。

協 働 の ま ち づ く り

　第四次平生町総合計画で掲げているさま
ざまな政策を、少しずつ紹介します。

まちづくりの羅針盤
第四次平生町総合計画の「なかみ」⑩

住民との協働の推進
①コミュニティ活動支援強化
②コミュニティ施設・機能の充実
③協働のまちづくりの指針づくり
④元気が出るまちづくり
具体的には

▼自治会活動費補助 ▼　コミュニティ施設の
充実 ▼　コミュニティ機能のあり方指針づく
り ▼　まちづくり条例（仮称）制定 ▼　公
益活動支援事業 ▼　リーダー育成等各種研修 

▼　ふるさとまつり（仮称）開催　など

的確でわかりやすい情報発信
①的確でわかりやすい行政情報の提供　
②情報提供手段の拡充
具体的には

▼広報「ひらお」発行 ▼公式ホームページ運営　など

新
新

新 新
新

新

　本町の人口は長期にわたり減少し、65 歳以上の人
口は増加することが予測されています。
　また、戦後の高度経済成長を経て、農漁村型生活様
式から都市型生活様式へと変化し、物質的豊かさや便
利さを得ることができた反面、地域の連帯感の希薄化
や地域社会に対する関心の低下、関わり合いの減少な

◆町では、みなさんへの情報提供手段として「広報ひ
らお」（第２金曜日）、「お知らせ版」（第２・第４金
曜日）を発行するほか、町公式ホームページ（http://
www.town.hirao.lg.jp/）を開設しています。また、
みなさんからのご意見・ご提言を町へお寄せいただ
く手段として、町役場と各公民館、老人福祉センター、
町公式ホームページに「平成の目安箱」を設置する
とともに、町長と語り合う「親しみトーク」（第２水
曜日）の開催や、各種施策への意見公募（随時）な
どを行っていますので、ご利用ください。

■問合せ先
　町役場総務課　☎（５６）７１１１

住民のみなさんにお願い

どが進むとともに、核家族化が進んでいます。
　このような状況の中、地域内人口の減少と高齢化に
より、地域活動（美化活動、伝統行事など）を維持す
ることが難しくなっている地域（小規模高齢化集落）
や、「単身世帯」「高齢者のみの世帯」の孤立化が問題
となっています。
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か
つ
て
、
あ
る
会
合
で
、

障
害
者
の
方
か
ら
、『
困
っ

て
い
る
と
き
の
さ
り
げ
な
い

4

4

4

4

4

援
助

4

4

が
一
番
う
れ
し
い
の
で

す
。』
と
い
う
こ
と
ば
を
聞

き
、
今
も
私
の
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

平
成
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
国
際
貢
献
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
も
脚
光
を
浴
び
ま

し
た
し
、
昨
年
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
他
国
の
皆
さ
ん
を
含

め
て
多
数
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。平
生
町
で
も
福
祉
、

学
校
支
援
、
青
少
年
健
全
育

成
、
環
境
緑
化
な
ど
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、

個
人
や
団
体
と
し
て
多
く
の

方
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
冒
頭
の
よ
う

な
、
普
段
の
日
常
生
活
の
ふ

れ
あ
い
の
中
で
、
そ
っ
と
支

え
て
あ
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
、
生
活
様
式
や
考
え

方
は
、
個
人
を
重
視
す
る
方

向
に
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
分
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
優
先
的
に
進

め
て
い
く
と
、
そ
の
行
動
は

私
益
を
追
求
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
私
益

の
追
求
が
激
し
く
な
る
と
、

我
欲
の
道
へ
と
進
み
、
公
益

へ
の
感
覚
が
希
薄
と
な
る
場

合
が
生
じ
ま
す
。
そ
う
な
れ

ば
、
当
然
周
囲
の
人
と
の
間

に
摩
擦
が
起
こ
り
ま
す
。
こ

こ
数
十
年
来
、
い
と
も
簡
単

に
他
人
の
生
命
財
産
を
奪
う

事
件
が
続
発
し
て
い
る
の

も
、
他
を
顧
み
な
い
我
欲
の

追
求
の
結
果
と
大
い
に
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

社
会
生
活
を
送
る
こ
と

は
、
人
と
人
と
の
支
え
合
い

な
の
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち

と
謙
虚
な
心
が
あ
れ
ば
、
自

分
も
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
、
そ
の
思
い
を
実
践

す
る
こ
と
が
生
き
る
こ
と
の

充
実
感
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
が
人
間
の
絆
を
深
め
、

自
他
の
人
格
を
尊
重
す
る
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
精
神
が
住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
生
の
鍵
で
あ
り
、
温
か

い
心
の
つ
な
が
り
の
あ
る
ま

ち
が
、
悲
惨
な
犯
罪
の
発
生

を
抑
止
す
る
大
き
な
決
め
手

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

公
益
と
私
益
の
追
求
の
バ

ラ
ン
ス
。
そ
れ
は
、
自
分
を

大
切
に
す
る
た
め
に
は
、【
自

分
以
上
に
他
人
を
大
切
に
す

る
意
識
】
が
そ
の
ヒ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、

あ
な
た
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
待
っ
て
い
る
場
面
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
温
か
い
心
の

ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
す
る
の
も
生
き
が
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）
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県
で
は
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ

い
て
、
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
生
町
に
お
け
る
現
地
調
査

が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
４
月
に
土
砂

災
害
警
戒
区
域
（
※
）
の
指
定
を
行
う
予
定

で
す
。
な
お
、
指
定
に
あ
た
っ
て
は
関
係
地

域
の
自
治
会
長
へ
の
説
明
お
よ
び
指
定
区
域

図
の
回
覧
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
区
域
図
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
縦
覧
場
所  

山
口
県
砂
防
課
、
山
口
県
柳
井

土
木
建
築
事
務
所
、
町
役
場
建
設
課

●
縦
覧
期
間　

２
月
24
日
㈮
～
３
月
23
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
つ
い
て

※
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
土
砂
災
害
に
よ
り
住
民
の
み
な
さ
ん

の
生
命
ま
た
は
身
体
に
危
害
が
生
じ
る

お
そ
れ
の
あ
る
区
域
で
す
。
同
区
域
に

指
定
さ
れ
る
と
、
災
害
情
報
の
伝
達
や

避
難
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
配
布
や
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

□問
山
口
県
砂
防
課              

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
７
５
０

□問
山
口
県
柳
井
土
木
建
築
事
務
所

　
☎
（
２
２
）
０
７
１
７

□問
町
役
場
建
設
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８

縦
覧

平生町育英基金貸付のご案内
　平成 24 年度の平生町育英基金の貸付者を次のと
おり募集します。
●貸付対象者　平生町に 1 年以上居住している人で
次のすべてに該当する人
・高等学校、大学（短期大学を含む）に在学してい

る人および進学予定の人
・経済的な理由により就学が困難と認められる人（家

族の所得および構成が基準）
・向学心に富み有能な資質を有している人
・日本学生支援機構、山口県ひとづくり財団奨学セ

ンターなどの貸付を受けない人
●貸付金額　高校：月額 12,000 円
　　　　　　大学：月額 40,000 円
●申込期間　３月１日㈭～ 30 日㈮
●提出書類　申込書、推薦書（町教育委員会に備え
付けの様式）、所得に関する証明書、住民票謄本、
作文（高校申込者のみ）
●償還方法　無利子・10 年以内（うち６カ月据置後）
●その他　現在、在学中の生徒・学生も対象になり
ます。
■問合せ先　町教育委員会　☎（５６）６０８３



　
蝋ろ

う
ば
い梅
の
甘
い
香
り
に
、
春
を
待

つ
思
い
が
一
層
募
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
皆
さ
ん
お
変
わ
り
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。「
寒
中
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
」

　
未
曽
有
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

間
も
な
く
１
年
。
北
国
は
今
、
深

い
雪
の
中
。
ま
だ
し
ば
ら
く
我
慢

の
季
節
が
続
き
ま
す
。
今
年
の
干え

支と

は
壬
（
み
ず
の
え
）
辰
。
こ
れ

に
女
偏
を
つ
け
る
と
「
妊
娠
」
と

な
り
ま
す
。
文
字
通
り
今
年
が
新

し
い
生
命
を
宿
し
、
希
望
と
力
を

生
み
出
す
“
復
興
元
年
”
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

先
月
の
「
１
・
17
」（
阪
神
大

震
災
忌
）
は
、
こ
う
し
た
願
い
と

も
重
な
っ
て
、
特
に
感
慨
深
い
追

悼
の
日
と
な
り
ま
し
た
。
17
年
前

の
あ
の
衝
撃
的
な
光
景
は
、
今
も

脳
裏
に
鮮
明
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。
そ
の
日
、
私
は
参
議
院
逓
信

委
員
会
の
調
査
団
長
と
し
て
国
会

議
員
を
率
い
て
東
京
か
ら
山
口
に

向
か
う
機
上
で
、
そ
の
惨
状
を
目

撃
し
た
の
で
す
。
当
日
は
抜
け
る

よ
う
な
快
晴
で
し
た
。
出
発
の
時

点
で
は
、
未
明
に
阪
神
地
方
で
地

震
発
生
、
と
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
接

し
て
い
た
も
の
の
詳
細
は
不
明
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
飛
行
機
が
神

戸
上
空
に
差
し
掛
か
っ
た
瞬
間
、

わ
が
目
を
疑
い
ま
し
た
。
倒
壊
し

た
ビ
ル
や
陥
没
し
た
道
路
、
街
を

覆
う
黒
煙
と
炎
。
そ
れ
は
ま
る
で

爆
撃
に
あ
っ
た
戦
場
の
よ
う
で
、

“
地
獄
絵
”
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
宇
部
空
港
到
着
後
の
情
報
で
も

被
害
状
況
は
拡
大
す
る
ば
か
り
。

こ
れ
で
は
と
て
も
調
査
ど
こ
ろ
で

は
な
い
と
判
断
し
、
直
ち
に
全
日

程
を
打
ち
切
っ
て
現
地
解
散
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
地
球
は
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の

生
命
体
は
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み

を
も
た
ら
す
反
面
、
地
殻
は
鼓
動

を
打
ち
続
け
大
地
を
激
し
く
揺
さ

ぶ
り
、
多
く
の
尊
い
人
命
を
奪
っ

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
千
年
や

百
年
に
一
度
の
災
禍
と
言
っ
て
大

騒
ぎ
し
て
も
、
46
億
年
前
に
誕
生

し
た
地
球
に
と
っ
て
は
、
ほ
ん
の

一
瞬
の
こ
と
。“
想
定
外
”
な
ん

て
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
し
ょ

う
。
人
類
の
方
が“
絶
滅
危
惧
種
”

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
46
億
年
を
仮
に
長
さ

４
６
０
ｍ
と
換
算
す
れ
ば
、
千
年

は
０・
１
㎜
、
め
で
た
く
人
生
百

年
生
き
て
も
わ
ず
か
０・
０
１
㎜

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
ま
さ
に
“
一
瞬
の

旅
人
”
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

限
ら
れ
た
命
を
最
大
限
生
か
し
て

こ
そ
存
在
理
由
が
あ
る
と
い
う
も

の
。「
生
き
る
意
味
」
を
問
い
直

す
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
「
禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
如

し
」
で
す
。
災
い
を
転
じ
て
、
北

国
の
厳
冬
に
“
復
興
”
の
春
の
足

音
が
響
く
こ
と
を
祈
り
つ
つ
…
。
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

一
瞬
の
旅
人

No.118

　児童クラブは、保護者が就労などの
ため不在の家庭に代わって、小学校低
学年児童を下校後一定時間お預かりす
るところです。
　指導員が見守りながら、家庭で過ご
すように、宿題をしたり、
おやつを食べたり、友だ
ちと遊んだりします。
●入会対象者
　就労や病気などのため下校時に保護
者が不在となる小学１年生～３年生の
児童。（障害のある児童などで入会が
必要と認められた場合は６年生まで）
●定員（開設場所）
・平生児童クラブ：100 人
　（平生中央児童館）
・佐賀児童クラブ：20 人
　（佐賀保育園２階）
●開設日時
４月１日～翌年の３月 31 日（日曜日、
祝日、12 月 29 日～１月３日を除く）
授業終了後～午後５時 30 分

【土曜日・長期休業中（春・夏・冬休み）
は午前９時～午後５時 30 分】
※就労時間や通勤などの都合で、延
長保育を希望される人は午前 8 時 30
分～午後６時までお預かりします。

●負担経費
１カ月 3,500 円

（保育料 2,000 円、おやつ代 1,500 円）
●申込場所
町役場健康福祉課こども班、佐賀出張所
※必要書類（就労証明書など）は申込

場所に用意しています。( 町ホーム
ページからのダウンロードも可能 )

●申込期限　２月 29 日㈬
●その他　定員以上の申し込みがあっ
た場合は、低学年・ひとり親家庭・障
害のある児童から優先入会とし、３年
生については抽選とします。
　延長保育を希望される人は、別途延
長保育申し込みが必要です。
■問合せ先
　町役場健康福祉課 こども班
　☎（５６）７１１５

入会者募集
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年末恒例！蹴り納め
　12 月 29 日、永大グラウンドで平生サッカースポーツ少

年団、周東ＦＣ、ＦＣクレアーレが年末の蹴り納めとなる合同練習を行いました。
　この日は、周東ＦＣのＯＢであるＪリーガーの岩政大樹選手（写真：後列中央）も訪れ、一
緒にミニゲームなどを行い、子どもたちには思い出に残る蹴り納めとなりました。

牛
乳
・
乳
製
品+

野
菜
で
健
康

　

１
月
19
日
、
平
生
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
が
、
山
口
県
酪
農
乳
業
協
会
の
後
援
で
牛
乳
・
乳
製
品
利

用
料
理
講
習
会
を
開
催
し
、
31

人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
柳

井
さ
つ
き
さ
ん
を
招
き
、
効
率

よ
く
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
す
る

た
め
の
食
材
の
組
み
合
わ
せ
な

ど
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
牛
乳
・
乳
製
品

と
野
菜
を
使
っ
た
お
手
軽
料
理

を
学
び
、
知
識
の
習
得
と
技
術

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

第
61
回
周
南
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
22
日
、
平
和
記
念
第
61
回
周
南
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
全
28
チ
ー
ム
は
、

２
市
２
町
を
舞
台
と
し
た
全

長
38
・
３
㎞
の
コ
ー
ス
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ス
タ
ー
ト
お
よ
び

ゴ
ー
ル
は
柳
井
市
役
所
付
近

で
、
ア
ン
カ
ー
の
出
発
地
と

な
っ
た
平
生
中
継
所
に
は
多

く
の
人
が
応
援
に
訪
れ
、
沿

道
か
ら
温
か
い
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
御
来
光
を
！

　

１
月
１
日
、
大
星
山
か
ら
初
日
の
出
を
拝
も
う
と
、
多
く

の
人
が
山
頂
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
空
模
様
は
曇

り
。
残
念
な
が
ら
御
来
光
を
拝

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
見
え
た
つ
も
り
で
万
歳
三

唱
が
行
わ
れ
、
晴
々
し
た
気
持

ち
で
１
年
の
始
ま
り
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
た
、「
大
星
山
で
初

日
の
出
を
迎
え
る
会
」
の
み
な

さ
ん
が
用
意
さ
れ
た
、
ぜ
ん
ざ

い
と
甘
粥
の
も
て
な
し
が
、
冷

え
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

成
人
式
で
二
十
歳
の
誓
い

　

１
月
８
日
、
町
武
道
館
で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
85
人
の

新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
新
成
人
代
表
と
し

て
羽
山
治は

る
み
ち亨
さ
ん
と
中
本
真ま

ゆ優

さ
ん
が
「
平
生
町
で
生
ま
れ
育

っ
た
こ
と
を
誇
り
に
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
人
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま

す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
な
お
、
式
典
終
了
後
は

旧
友
や
お
祝
い
に
駆
け
付
け
て

く
れ
た
恩
師
の
方
々
と
の
歓
談

を
楽
し
み
ま
し
た
。
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交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　
１
月
17
日
、
日
比
谷
公
会
堂
（
東
京
都
）
で
行
わ
れ
た
第

52
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
に
お
い
て
、
叶
山
博
さ

ん
が
全
日
本
交
通
安
全
協
会
か
ら
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
、
交
通
栄
誉
章
緑
十

字
銀
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

叶
山
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
秩

序
の
確
立
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
そ
の
功
績
を
支

え
て
き
た
ご
夫
人
の
睦
子
さ
ん

に
も
、
同
協
会
か
ら
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
消
防
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰

　
つ
ば
さ
保
育
園
が
平
成
23
年
度
山
口
県
消
防
ク
ラ
ブ
連
合

会
優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰
を
受
賞
し
、
１
月
10
日
に
同
園
で

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
長
か
ら
伝
達
を
受
け
ま
し

た
。

　

同
園
で
は
、
月
に
１
度
の
避

難
訓
練
や
、
幼
児
向
け
防
災
教

育
用
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
防
災
ダ

ッ
ク
」
を
利
用
し
た
学
習
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
園
児
た
ち
の

防
火
・
防
災
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
火
事

防
止
杭
の
設
置
や
消
防
出
初
式

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
火
災
予

防
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表
　
彰

◇
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
お
よ
び

平
生
町
長
表
彰

○
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

　
赤
道 

良
雄
（
前
第
４
分
団
分
団
長
）

　
小
西 

靖
雄（
前
第
３
分
団
副
分
団
長
）

　
冨
田 

康
史（
前
第
４
分
団
副
分
団
長
）

　
藤
本 

健
一
（
前
第
３
分
団
部
長
）

　
川
久 

定
紀
（
前
第
６
分
団
部
長
）

　
青
木 

昭
一
（
前
第
８
分
団
部
長
）

　
羽
山 

敦
紀
（
前
本
部
部
長
）

　
東
山 

秀
人
（
前
第
８
分
団
班
長
）

　
安
村 

信
幸
（
前
第
８
分
団
班
長
）

　
村
田 

三
久
（
前
第
５
分
団
団
員
）

◇
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

　
中
島 
邦
夫
（
第
９
分
団
分
団
長
）

　
空 
照
夫
（
第
４
分
団
分
団
長
）

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
40
年
勤
続
表
彰
】

　
中
山 

直
行
（
第
３
分
団
分
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
］

　
廣
本 

敏
勝
（
第
５
分
団
副
分
団
長
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

　
池
岡 

一
行
（
第
７
分
団
副
分
団
長
）

　
髙
田 

実
（
第
２
分
団
部
長
）

　
大
内 

力
太
郎
（
第
６
分
団
部
長
）

　
西
山 

博
和
（
第
４
分
団
班
長
）

　
桑
原 

英
彦
（
第
８
分
団
班
長
）

　
三
宅 

秀
昭
（
本
部
班
長
）

　
中
尾 

和
正
（
本
部
班
長
）

　
井
堀 

文
雄
（
第
５
分
団
団
員
）

　
藤
谷 

拾
人
（
第
５
分
団
団
員
）

　
菊
永 

隆
（
第
９
分
団
団
員
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

　
清
中 

修
治
（
第
５
分
団
団
員
）

　
逢
坂 

日
出
夫
（
第
６
分
団
団
員
）

　
鈴
木 

哲
至
（
本
部
団
員
）

　
生
本 

洋
司
（
本
部
団
員
）

◇
平
生
町
長
表
彰

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
35
年
勤
続
表
彰
】

　
河
藤 

昭
司
（
第
１
分
団
分
団
長
）

【
25
年
勤
続
表
彰
】

　
岩
村 

榮
次
（
第
８
分
団
部
長
）

　
若
山 

榮
治
（
第
５
分
団
班
長
）

【
15
年
勤
続
表
彰
】

　
松
井 
政
英
（
第
２
分
団
班
長
）

　
吉
兼 
敏
和
（
第
２
分
団
班
長
）

　
宮
本 

道
春
（
第
４
分
団
団
員
）

　
木
舩 

紀
之
（
第
７
分
団
団
員
）

平
成
24
年
平
生
町
消
防
出
初
式

　
１
月
４
日
、平
生
町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、町
道
桜
町
線
で
観
閲
行
進
、

町
体
育
館
で
式
典
、
大
内
川
排
水
機
場
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
お
け
る
消
防
団
員
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

ど
ん
ど
焼
き
で

無
病
息
災
願
う

　

１
月
７
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
、
町
内
各
地
域
で
ど
ん
ど
焼
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
に
大
野
公
民
館
で
行

わ
れ
た
大
野
地
区
の
ど
ん
ど
焼
き

の
や
ぐ
ら
の
中
に
は
、
し
め
縄
や

門
松
な
ど
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち

の
書
き
初
め
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
点
火
後
は
勢
い
よ
く
燃
え
上

が
り
、
参
加
者
は
無
病
息
災
を
願

っ
て
火
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
用

意
さ
れ
た
ぜ
ん
ざ
い
で
体
を
温
め

ま
し
た
。

△宇佐木地区（１月７日）
▽大野地区（１月 14 日）
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知
っ
て
お
き
た
い
女
性
の
健
康

「
女
性
特
有
の
が
ん
」

　
健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
積

極
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
乳
が
ん

【
特
徴
】
20
人
に
１
人
が
か
か
る

病
気
で
、
初
期
で
は
体
調
不
良
な

ど
の
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

【
症
状
】
痛
み
を
伴
わ
な
い
し
こ

り
が
90
％
以
上
。
他
に
は
乳
頭
か

ら
の
出
血
、
乳
頭
や
乳
輪
の
た
だ

れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

【
予
防
】
早
期
発
見
に
は
が
ん
検

診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
が

有
効
で
す
。［
検
診
対
象
：
40
歳

以
上
、
２
年
に
１
回
］

【
特
徴
】
骨
の
量
が
減
っ
て
骨
が

軽
石
の
よ
う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
り

骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。

特
に
骨
量
を
維
持
・
強
化
す
る
女

性
ホ
ル
モ
ン
が
減
少
す
る
閉
経
後

に
多
く
起
き
ま
す
。

【
症
状
】
初
期
に
は
自
覚
症
状
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行

す
る
と
背
骨
が
身
体
の
重
み
に

耐
え
ら
れ
ず
に
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う

圧
迫
骨
折
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

「
背
中
が
曲
が
る
」「
腰
が
曲
が
る
」

「
身
長
が
縮
む
」「
腰
や
背
中
が
痛

む
」
な
ど
の
症
状
が
現
れ
て
き
ま

す
。

【
予
防
】
カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か

り
取
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
吸
収

●
子
宮
が
ん

【
特
徴
】
20
～
30
代
の
若
い
女
性

に
増
え
て
い
ま
す
。
早
期
に
発
見

す
れ
ば
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
治
療
で

き
る
唯
一
の
が
ん
で
す
。

【
症
状
】
初
期
の
段
階
で
「
不
正

出
血
」（
月
経
以
外
の
出
血
）
が

90
％
の
人
に
起
こ
り
ま
す
。

【
予
防
】
定
期
的
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。［
検
診
対
象
：
20
歳

以
上
、
２
年
に
１
回
］

　

２
月
29
日
㈬
ま
で
が
町
の
検

診
実
施
期
間
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
沈
黙

の
病
気
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
骨
折
し
て
し
ま
う
と
寝
た

き
り
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
高
い

病
気
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
も

予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問合せ先
　町保健センター　☎（５６）７１４１

を
良
く
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

が
効
果
的
で
す
。

・
屋
外
に
出
て
日
光
に
当
た
る
。

・
適
度
に
運
動
を
す
る
。

・
喫
煙
や
飲
酒
は
控
え
る
。

婦
人
科
は
女
性
の
味
方

　
「
体
調
が
お
か
し
い
な
」
と
感

じ
た
と
き
は
早
め
の
受
診
が
鉄
則

で
す
。
ま
た
、不
調
が
な
く
て
も
、

普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
の
婦
人
科

医
を
持
つ
こ
と
は
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
定
期
的
に
健
康
相
談
す
る
な
ど

し
て
心
身
の
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
女
性
の
か
ら
だ
は
、
と
て
も
複
雑
で
デ
リ
ケ
ー
ト
で
す
。
お
り
も
の
や

出
血
、
し
こ
り
、
か
ゆ
み
、
痛
み
な
ど
は
、
も
し
か
す
る
と
病
気
の
シ
グ

ナ
ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
女
性
特
有
の
病
気
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。
か
ら
だ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

し
、
か
ら
だ
の
ケ
ア
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

No.608

　小松菜は、霜の降りる頃から甘みが増しておいし
くなります。また、洗い方は土がたまりやすい根元
を切り取り、水につけて指で茎の間に水を通すよう
にするときれいになります。

《材　料》　４人分 《作り方》

たこの和えもの

①たこは熱湯をかけ水
洗いし、縦半分に切
り、一口大のそぎ切
りにする。

②Ａで①を和える。
③小松菜は葉と軸に分

け て ３ ～ ４cm に 切
り、熱湯で軸、葉の
順に入れて茹で、冷
水に取り絞る。

④Ｂで③を和える。
⑤皿に④を盛り、②を

盛り付ける。

たこ（茹
ゆで

）　　　300ｇ
小松菜　　　　　　１ワ
　　しょうゆ　大さじ１
　　酢　　　　小さじ１
　　砂糖　　　小さじ１
　　豆板醤　小さじ1/2
　　ごま油　　小さじ１
　　旨味調味料　　少々
　　練り辛子　小さじ１
Ｂ　しょうゆ　大さじ１
　　砂糖　　小さじ１弱

A

ノロウイルスに注意
しましょう！

　ノロウイルスに
よる感染性胃腸炎

や食中毒が多発し
てい

ます。ノロウイル
スは強い感染力を

持ち、下痢やおう
吐、

腹痛、発熱などを起
こします。これら

の症状がある場合
は、

早めに医療機関を
受診してください

。なお、感染経路
のほ

とんどは経口（口
から）です。予防

のために、調理や
食事

の前などは、石け
んで手をよく洗い

ましょう。
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No.196私
た
ち
「
ゆ
う
が
お
会
」
の
歴

史
は
長
く
、
竪
ヶ
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
昭
和

62
年
に
、
カ
ラ
オ
ケ
の
サ
ー
ク
ル

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

会
の
目
的
と
し
て
は
、
音
楽
を

通
じ
て
品
性
、
情
操
を
養
う
と
同

時
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
融
和

を
図
り
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ

く
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

発
足
当
時
は
、
先
生
と
20
人
前

後
の
生
徒
と
で
毎
週
金
曜
日
午
後

7
時
30
分
か
ら
約
2
時
間
練
習
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
上
手
い
下
手

に
関
係
な
く
、
歌
が
好
き
な
メ
ン

バ
ー
が
生
徒
と
し
て
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
初
め
の
こ
ろ
は
み
ん

な
恥
ず
か
し
い
思
い
が
強
く
あ
り

ま
し
た
。
特
に
女
性
の
方
で
、
恥

ず
か
し
く
て
舞
台
に
上
が
ら
ず

に
、
下
で
顔
を
伏
せ
て
歌
っ
た
り

舞
台
に
上
が
っ
て
も
後
ろ
向
き

で
、
み
ん
な
に
お
尻
を
向
け
て
歌

っ
た
り
し
て
い
た
姿
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

生
徒
の
数
は
、
多
い
と
き
で
25

人
程
度
お
り
、
机
を
並
べ
る
と
い

っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
が
、

高
齢
化
と
と
も
に
生
徒
数
も
減
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
、
6
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
発

足
当
初
か
ら
の
先
生
の
他
界
で
会

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
翌
年
に
新
し
い
先
生

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、新
生「
ゆ

う
が
お
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

現
在
は
、
教
室
の
曜
日
を
木
曜

日
に
移
し
、
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
、
男
性
8
人
、
女
性
6
人
の
生

徒
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
課
題
曲

は
先
生
に
用
意

し
て
い
た
だ

き
、
年
初
め
の

1
月
の
み
デ
ュ

エ
ッ
ト
曲
で
、

後
は
男
性
歌
手

の
歌
と
女
性
歌
手
の
歌
を
交
互
に

習
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
平
均
年
齢
は
、
70
歳
半
ば

で
、各
家
庭
で
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
教
室
で

は
、
40
～
50
歳
に
若
返
っ
た
気
持

ち
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
会
の
目
的
に
沿
う

よ
う
に
、
さ
ら
に
明
る
く
楽
し
い

教
室
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
中
央
公
民
館

　
☎
（
５
６
）
５
３
２
０

「
カ
ラ
オ
ケ
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

ゆ
う
が
お
会
［　
　
　
　
　
］

竪
ヶ
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
活
動
団
体

２月…20日㈪、27日㈪、29日（月末整理日）
３月…５日㈪、12日㈪

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分図書館

だより

親鸞（上・下）
五木 寛之 著

傷痕
桜庭 一樹 著

まちがい
辻 仁成 著

ドキュメント口蹄疫
宮崎日日新聞社 著

さかなクンと中村征夫の海のおさかな大百科3
中村 征夫 写真

せつぶんのひのおにいっか
青山 友美 作

しんせつなかかし
篠崎 三朗 絵

雨あがりのメデジン
アルフレッド・ゴメス＝セルダ 作

ヤモリの指から不思議なテープ
松田 素子・江口 絵理 文

老いのくらしを変えるたのしい切り紙
井上 由季子 著

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

『ダーティ ･ ママ、ハリウッドへ行く！』
秦 建日子 著（河出書房新社）

　高級マンションで女性が絞殺され
た。事件解決をかけてシングルマ
ザー刑事・高子と対
決することになっ
た新人刑事・葵は、
トンデモない潜入
捜査をするハメに。
ドラマ「ダーティ・
ママ！」の原作。

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

※本が破損した場合、そのまま図書館窓口にお返しください。

年間の行事予定
１月 新年会

４月 合同カラオケ発表会
西田布施公民館にて

６月 平生カラオケ同好会発表会
（毎年４名出演）武道館にて

７月 親睦会

11 月 竪ヶ浜コミュニティセンター
ふるさと祭り

12 月 忘年会
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（平成23年「交通安全年間スローガン」）

　無料の占いサイトに登録したら、たくさんのメールが送られ
てきて、その中の一人とメールのやり取りをすることになりま
した。そのためには有料の出会い系サイトに登録する必要が
あったのですが、相手がお金を払ってくれるというので登録手
続きをし、ポイントを購入しました。しかし、メールのやり取
りを続けていたらポイント代が高額になってしまい、相手と会
う約束をしても一度も会えず、お金も払ってもらえませんでし
た。どうすればよいでしょうか。

　詐欺の可能性があるのですぐにサイトの利用を中止するとと
もに、今後、事業者に対し返金交渉をする際の証拠として、メー
ルの内容や画面、振り込みの記録などこれまでの経緯をまとめ、
消費生活センターに相談しましょう。

　お金をあげたいなどといったメールから有料の出会い系サイトに
誘導され、相手の言葉を信じてやり取りをするうちに高額なサイト
利用料を支払ってしまったという相談が多数寄せられています。言
葉巧みにメール交換を繰り返させたり、さまざまな名目で費用を請
求され、気付いたときは利用料が高額になっています。
　メールの相手が出会い系サイトの「サクラ」であることも考えら
れますが、証明することは難しく、お金を取り戻すことは非常に困
難です。顔の見えない出会い系サイトの利用では、簡単に相手を信
用せず、十分注意をしましょう。おかしいと思ったらすぐに県消費
生活センター【☎083(924)0999】や町役場経済課【☎ (56)7117】
にご相談ください。

◆◇ワンポイント◇◆

出会い系サイトに関するトラブルについて

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 乗る人の　命の数だけ　シートベルト

投 資 目 的 詐 欺
(もうかります詐欺)注 意

　県内では、社債、未公開株、ファンド、外国
通貨、鉱物採掘権等に関する取引を仮想するな
どして、高額なお金を投資させてだまし取る詐
欺事件が発生しています。
　柳井警察署管内でも昨年より多発傾向にあ
り、最近も
◆社債購入　◆石炭の採掘権」
◆石油商品取引　◆スーダンポンド ( 外国通貨 )
などと称して、事前にパンフレットを郵送した
り、電話による勧誘を続けるなどして、銀行や
郵便局でお金を振り込ませる手口の詐欺商法が
発生しています。

詐欺の被害に遭わないために！
●「絶対もうかる」「今しかない」などと期待
させるなどして勧誘する場合は、詐欺を疑い、
家族や警察に相談してください。

●相手側に住所や名前、職業などの個人情報
を絶対に教えないでください。

●相手側は詐欺のプロです。あなたが「必要
ないのでは」「おかしいな」などと感じたら
勇気を出して断ってください。
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〔ミュージックチャイムの曲名〕
　６：00　たき火　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　３月14日㈬ ９：00〜10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　３月14日㈬ 10：00〜10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　３月14日㈬ 10：30〜11：00

　　成人Ｔ細胞白血病リンパ腫を引き起こすヒトＴリン
パ向性ウイルス１型について相談や検査を実施します。

●ＨＩＶ抗体検査《要予約（前日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　３月14日㈬ 14：00〜16：00、17：00〜19：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　２月24日㈮ 10：00〜15：00

受付時間
毎日 午後７時〜11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

　平成23年12月に、「東日本大震災の被災者等に係
る国税関係法律の臨時特例に関する法律の一部を改
正する法律」などが施行され、所得税などの国税に
関して、東日本大震災により被害を受けられた方や
復興推進に向けた取組みを対象として、新たな税制
上の措置が追加されています。
　また、東日本大震災により被害を受けられた方等
は、所得税などの軽減・免除を受けることができ、
確定申告などの手続きを行うことにより、税金の還
付を受けることができます。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせいただ
くか、国税庁ホームページをご覧ください。

税務署からのお知らせ

東日本大震災により
被害を受けられた方へ

小児救急電話相談

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：２月18日㈯　午前10時〜12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

まちの人口
12 月31 日現在の住民
基本台帳記載人口。

（　）内は前月対比。

世帯数 5,583 世帯（ － 5 ）
人　口 12,994 人 （ － 11 ）
うち男 6,177 人 （ ± 0 ）

女 6,817 人 （ － 11 ）

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（12 月）資料：柳井地区広域消防組合 （12 月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 1 0 2 317 管　内 26 172 1 26
平生町内 1 0 0 39 平生町内 3 22 0 3

☆ 完 納 で 育 て よ う 明 る い 平 生 町 ☆

今月の納税【２月】 納期限２月29日

固定資産税　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第８期
介護保険料　　　　　　第８期
後期高齢者医療保険料　第８期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問
合
せ
先

税務課【町税】　　　　　　　　 ☎（５６）７１１４
健康福祉課【介護保険料】　　　 ☎（５６）７１１５
町民課【後期高齢者医療保険料】 ☎（５６）７１１３

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時～ 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10 時
（午後９時 30 分まで）

new

国税庁ホームページ　　www.nta.go.jp
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

◇
学
校
支
援
員
（
若
干
名
）

【
勤
務
内
容
】
小
・
中
学
校
に
お
け

る
教
諭
の
補
助

【
勤
務
日
・
時
間
】
原
則
と
し
て
平

日
（
週
３
～
５
日
）
の
お
お
む
ね

午
前
８
時
～
午
後
２
時
の
内
４
～

５
時
間

【
賃
金
】
時
間
給
で
月
１
回
支
給

　
　
　
（
８
１
０
円
／
時
間
）

◇
共
通
事
項

【
福
利
厚
生
】
勤
務
形
態
に
よ
り
、

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
も

の
で
可
）
お
よ
び
資
格
証
の
コ
ピ
ー

（
資
格
が
必
要
な
職
種
へ
の
応
募
の

み
）
を
、
住
所
・
氏
名
・
希
望
職
種

を
明
記
し
た
封
筒
に
入
れ
て
提
出

●
申
込
場
所　

町
役
場
総
務
課
ま
た

は
佐
賀
出
張
所

●
申
込
期
限　
２
月
24
日
㈮
（
必
着
）

□問
町
役
場
総
務
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

緊
急
雇
用

「
便
利
屋
さ
ん
」
募
集  

　

町
で
は
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な

業
務
を
推
進
す
る
た
め
、
公
共
施
設

の
軽
微
な
維
持
管
理
・
作
業
な
ど
に

対
応
し
て
い
た
だ
け
る
「
便
利
屋
さ

ん
」
を
募
集
し
ま
す
。
※
こ
れ
ま
で

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
改
め
て

申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格
者
（
対
象
者
）　
お
お
む

ね
65
歳
ま
で
の
町
内
在
住
者
で
、
次

に
掲
げ
る
業
務
が
で
き
る
人
（
男
女

【
勤
務
日
・
時
間
】
祝
休
日
等
を
除

く
月
～
金
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

【
賃
金
】
時
間
給
で
月
１
回
支
給

　
　
　
（
８
０
０
円
／
時
間
）

◇
給
食
調
理
員
（
若
干
名
）

【
勤
務
内
容
】
小
・
中
学
校
お
よ
び

保
育
園
の
給
食
調
理

【
勤
務
日
・
時
間
】
原
則
と
し
て
平

日
の
給
食
が
あ
る
日　

学
校
：
お

お
む
ね
午
前
８
時
～
午
後
４
時
、

保
育
園
：
お
お
む
ね
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

【
賃
金
】
時
間
給
で
月
１
回
支
給

　
　
　
（
７
５
０
円
／
時
間
）

◇
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
若
干
名
）

【
応
募
資
格
】
教
諭
免
許
資
格
（
幼

稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
）
所
持

者
、
ま
た
は
保
育
士
資
格
所
持
者

【
勤
務
内
容
】
平
生
児
童
ク
ラ
ブ
・

佐
賀
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
児
童
に
遊

び
や
読
書
な
ど
を
指
導

【
勤
務
日
・
時
間
】
平
日
：
小
学
校

の
授
業
終
了
後
～
午
後
６
時
、
土
・

長
期
休
業
中
：
午
前
８
時
30
分
～

午
後
６
時
の
内
７
時
間
45
分

【
賃
金
】
月
額
で
月
１
回
支
給

　
　
　
（
８
２
０
０
０
円
／
月
）

◇
幼
稚
園
補
助
教
諭
（
若
干
名
）

【
勤
務
内
容
】
幼
稚
園
に
お
け
る
教

諭
の
補
助

【
勤
務
日
・
時
間
】
月
金
：
お
お
む

ね
午
前
８
時
30
分
～
12
時
30
分
、

火
～
木
：
お
お
む
ね
午
前
８
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分

【
賃
金
】
時
間
給
で
月
１
回
支
給

　
　
　
（
８
０
０
円
／
時
間
）

 「
嘱
託
職
員
」

 「
臨
時
職
員
登
録
者
」 

募
集

　

町
で
は
、
平
成
24
年
度
の
嘱
託
職

員
お
よ
び
臨
時
職
員
登
録
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
資
格
に
つ
い
て
は
男

女
を
問
わ
ず
、
報
酬
・
賃
金
の
額
は

平
成
23
年
度
の
金
額
で
す
。

◎
嘱
託
職
員
（
募
集
人
員
）

◇
保
育
士
（
若
干
名
）

【
応
募
資
格
】
保
育
士
資
格
所
持
者

【
勤
務
内
容
】
保
育
園
ク
ラ
ス
担
任

（
園
児
の
保
育
お
よ
び
書
類
整
理
）

◇
幼
稚
園
代
替
教
諭
（
若
干
名
）

【
応
募
資
格
】
幼
稚
園
教
諭
免
許
資

格
所
持
者

【
勤
務
内
容
】
平
生
幼
稚
園
ク
ラ
ス

担
任

◇
共
通
事
項

【
勤
務
日
・
時
間
】
職
員
に
準
ず
る

【
報
酬
】
月
額
で
月
１
回
支
給

　
　
　
（
１
５
２
８
０
０
円
／
月
）

【
福
利
厚
生
】
社
会
保
険
お
よ
び
雇

用
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◎
臨
時
職
員
登
録
者（
任
用
予
定
人
員
）

　

職
員
な
ど
に
不
足
が
生
じ
た
場
合

や
臨
時
に
補
助
員
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
に
任
用
し
、
勤
務
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◇
事
務
補
助
員
（
若
干
名
）

【
応
募
資
格
】
高
等
学
校
以
上
の
卒

業
者

【
勤
務
内
容
】
町
役
場
本
庁
な
ど
で

の
事
務
補
助

【
勤
務
日
・
時
間
】
原
則
と
し
て
平

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

【
賃
金
】
時
間
給
で
月
１
回
支
給

　
　
　
（
７
０
０
円
／
時
間
）

◇
保
育
士
（
若
干
名
）

【
応
募
資
格
】
保
育
士
資
格
所
持
者

【
勤
務
内
容
】
園
児
の
保
育

【
勤
務
日
・
時
間
】
祝
休
日
等
を
除

く
月
～
土
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
６
時
30
分
の
内
７
時
間
45
分

【
賃
金
】
時
間
給
で
月
１
回
支
給

　
　
　
（
８
０
０
円
／
時
間
）

◇
栄
養
士
（
若
干
名
）

【
応
募
資
格
】
栄
養
士
資
格
所
持
者

【
勤
務
内
容
】
保
育
園
の
給
食
栄
養

管
理
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を
問
い
ま
せ
ん
。）

●
業
務
の
区
分　
大
工
、左
官
、塗
装
、

溶
接
、
板
金
、
草
刈
、
剪
定
（
せ
ん

て
い
）、
運
搬
、
運
転
、
調
査
、
清
掃
、

筆
耕
（
ひ
っ
こ
う
）
な
ど

●
勤
務
時
間
・
日
数　

お
お
む
ね
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
の
間
で
町
が
指
定
す
る
時
間
・
日

数
（
業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。）

●
勤
務
場
所　

町
内
（
運
転
・
運
搬

業
務
に
あ
っ
て
は
、
目
的
地
ま
で
の

往
復
と
な
り
ま
す
。）

●
報
酬　

１
日
８
８
０
０
円
以
内
で

業
務
ご
と
に
別
に
定
め
る
金
額
（
毎

月
末
締
め
、
翌
月
10
日
支
払
い
）

●
申
込
方
法　

申
込
場
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
（
履
歴
書
兼
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
場
所　

町
役
場
総
務
課
ま
た

は
佐
賀
出
張
所

●
申
込
期
限　
２
月
24
日
㈮

□問
町
役
場
総
務
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

「
均
等・両
立
推
進
企
業
表
彰
」

候
補
企
業
募
集

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
職
場
に
お
け

る
女
性
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た

め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
」
お
よ
び

「
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支
援

の
た
め
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

他
の
模
範
と
な
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
る
企
業
を
表
彰
し
て
お
り
、

そ
の
各
賞
候
補
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
我
が
社
こ
そ
は
」
と
思
わ
れ
る
企

業
の
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　
３
月
31
日
㈯

※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/general/

seido/koyou/kintou/ryouritsu.htm
l

□問
山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
０
８
３
（
９
９
５
）
０
３
９
０

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

本
年
１
月
１
日
現
在
調
製
の
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

●
縦
覧
で
き
る
人

　
同
名
簿
に
登
録
申
請
し
た
人

●
期
間

　

２
月
23
日
㈭
～
３
月
８
日
㈭　

午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
場
所

①
町
役
場
総
務
課（
土
日
は
町
民
課

窓
口
）

②
佐
賀
出
張
所（
土
日
を
除
く
）

□問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
町

役
場
総
務
課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
の
申
込
み
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
平
生
町
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
申
込
み
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

●
指
定
要
件

①
責
任
技
術
者
が
１
名
以
上
専
属
し

て
い
る
こ
と

②
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お
よ

び
器
材
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と

④
市
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
平
生
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
規

則
に
定
め
る
第
３
条
第
１
項
第
５

号
の
各
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と

●
指
定
基
準
日　
４
月
２
日
㈪

●
指
定
手
数
料　
５
０
０
０
円

●
申
込
期
間　

２
月
13
日
㈪
～
３
月

２
日
㈮
（
土
・
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
□申
町
役
場
建
設
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

　

県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め

の
共
済
制
度
で
す
。

　

死
亡
、
障
害
、
入
院
、
住
宅
災
害

な
ど
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
さ

れ
、
結
婚
や
出
産
な
ど
に
も
給
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
税
法
上
、
事
業
所

が
従
業
員
の
た
め
に
共
済
掛
金
を
負

担
し
た
場
合
は
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

●
掛
金
（
１
カ
月
１
人
分
）

▽
１
型
：
４
５
０
円

▽
２
型
：
９
０
０
円

▽
３
型
：
１
５
０
０
円

▽
４
型
：
２
０
０
０
円

▽
高
齢
者
型
：
４
５
０
円

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
：
５
０
０
円

□問
町
勤
労
福
祉
共
済
会
（
町
役
場
経

済
課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時　

３
月
３
日
㈯　

受
付
：
午

後
５
時
30
分
～
（
事
前
の
申
込
は
不

要
で
す
）
講
習
開
始
：
午
後
６
時
～

●
場
所　
中
央
公
民
館

●
持
参
品　

認
印
（
失
効
ま
た
は
再

交
付
の
場
合
）、
住
民
票
（
本
籍
地
記

載
）、
写
真
２
枚
（
４・５
㎝
×
３・５

㎝
）、免
許
証
、免
許
証
の
コ
ピ
ー
（
更

新
中
免
許
証
を
使
用
さ
れ
る
人
）、
運

転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
（
再
交
付
の
場

合
）、
メ
ガ
ネ
な
ど
（
近
視
の
人
）、

筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

　
【
小
型
・
更
新
】
７
９
０
０
円

　
【
失
効
】
１
６
５
０
０
円

□問
㈶
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
中
国

支
部

　
☎
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

税
理
士
記
念
日
無
料
税
金
相
談

●
日
時　

２
月
23
日
㈭　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
場
所　

ベ
ス
ト
催
事
場
（
ア
ル
ク

光
店
横
）

●
相
談
内
容　

贈
与
税
、
相
続
税
、

土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
税
、
そ
の

他
税
金
に
つ
い
て

□問
中
国
税
理
士
会 

光
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
７
１
）
１
８
８
３

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

相
　
　
談
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《２月16日〜３月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

ご利用ください！人権行政相談  ※相談は無料で秘密は厳守されます。
　人権に関わる悩みや困りごと、行政全般についての苦情・相談並びに意見や
要望などについての相談を受けています。お気軽にご相談ください。

16 ３歳児健診 (13:00 ／保健センター )
(木)

17 離乳食学級 (10:00 ／保健センター )
朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(金)

18 曽根公民館親子料理教室 (9:00 ／保健センター )
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )(土)

19 平生町ソフトバレーボール大会 (9:00 ／町体育館 )
(日)

20
(月)

21 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

22
(水)

23
(木)

24
(金)

25 体育館開放日 ( 午前中）
パパママスクール (13:30 ／保健センター )(土)

26
(日)

27 保健センター開放日 (9:30)
(月)

28
(火)

29
(水)

1
(木)

2 にこにこひろばバザー (10:00 ／保健センター )
(金)

3 体育館開放日 ( 午前中）
(土)

4 老人クラブ連合会カラオケ大会 (10:00 ／大野公民館 )
(日)

5
(月)

6 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

7 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
(水)

8
(木)

9
(金)

10 体育館開放日 ( 午前中）
平生中学校卒業式(土)

11
(日)

12 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
(月)

13 あすなろ会〈介護者家族の集い〉
(13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(火)

14 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

15
(木)

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

２　　月 ３　　月

平
生
中
学
校
３
年 

新
原  

瞳

平
生
中
学
校
３
年 

高
岡 

雪
乃

「
ゆ
た
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

手
を
と
り
あ
い

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

ゆ
た
か
な
平
生

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時（
平
成
23
年
度
）の
も
の
で
す
。

◆相談日　毎月第２月曜日（原則）
　【時間・場所は↑まちのカレンダーでご確認ください】
◆相談員　人権擁護委員、行政相談委員


